


開催にあたって 
 

企画展  

「地図と測量の科学館」開館３０周年記念特別展 
 

■あいさつ 

地図と測量の科学館は、地図や測量に関する歴史、原理や仕組み、新しい技

術などを総合的に展示して、私たちの生活に欠かせない地図や測量の役割を、

誰もが楽しみながら体感できる施設として、１９９６年（平成８年）６月に開館し、

今年（令和８年）の６月で３０周年を迎えます。 

 

開館以来、数多くの方々に来館いただき、地図と測量の世界に親しんでいた

だきました。 

２００５年（平成１７年）８月には「つくばエクスプレス」の開業、同年９月には

「つくばサイエンスツアーバス」の運行も始まり、東京方面からの来館者も急増

し、２０１９年（令和元年）８月には来館者が１００万人に到達しました。 

その後、新型コロナウイルス感染症拡大の影響で来館者数が落ち込むことは

ありましたが、現在では年間約５万人、累計約１２６万人の方々に来館いただい

ております。 

 

今回の企画展は、「地図と測量の科学館」開館３０周年記念特別展として、過

去の企画展の振り返りと「地図と測量の科学館」開館から３０年の歩みなどを紹

介しています。 

 

これからも、地図と測量の世界をより身近に、楽しく体験・学習していただけ

る施設として一層努力して参ります。皆様のご来館をお待ちしております。 

 

【主な展示内容】 

 

■過去の企画展のポスター等 

■過去の企画展で紹介した技術の最新情報 

■「地図と測量の科学館」開館から３０年の歩み 

■その他 

 

地図と測量の科学館 


